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3.学会等および社会における主な活動

生活と結びつ く造形芸術 としての工芸

の意味、それを生徒らに教える意味を工

芸に関わる視覚教材を講義を行う。生活

様式の変化に伴 う工芸様式の変化につ

いては、DVD等による「目」を通して

の理解を求めた。また紙工芸の演習では

「手」による工芸の意味の理解を求めた。

「張 り子」による「面」など伝統的な工

芸作品を参考とした。

授業科目 子どもとアート (大学院人間発達研究科)

◆前期  ◆後期

工夫の概要 教材・資利等の概要

授業は美術にみる様式の変遷、子供の成

長に伴う造形表現の展開、造形教育の歴

史と未来の三部で内容を構成し、子ども

の造形における教育上の口果題を求めた。

ここでも視覚的教材を用いて『目』によ

る美術理解を基点にして講義を行った。

DVD等、祝覚的美術教材。参考資料「日

本の美術教育J(橋本泰幸著、明治図書)、

「ジャポニスムと日米の美術教育」橋本

泰幸著、建白社)
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